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 保育の魅力発信の取組について 
令和６年１０月８日 

子 育 て 王 国 課 
 

中・高校生など若い世代や社会全体に向けて保育の仕事の魅力を発信するため、夏休みに合わせて様々

な企画に取り組みましたので、その概要を報告します。 

 

１ 保護者等から保育士への感謝のメッセージの募集・公表 

保護者や園児等から保育士（幼稚園教諭、保育教諭を含む）に感謝の気持ちを伝えるメッセージ投

稿を募集し、投稿されたメッセージ内容を、市町村及び保育施設を通じて現場の保育士に直接フィー

ドバックしました。また、子育て王国アプリで配信したほか、今後、各種イベント等でのパネル展示

等で広く紹介し、保育の魅力発信に繋げていきます。 

（１）投稿内容 

 施設所在市町村名、投稿者名（匿名可）、保育施設名、感謝・応援メッセージ（100 字以内） 

※公表にあたっては、施設や個人が特定できる記載については一部非公表にしています。 

（２）投稿期間 7 月 18 日～8月 31 日 

（３）投稿件数 187 件 

 

２ 中高生を対象とした保育のおしごと体験 

県内の中・高校生を対象として、保育所等での仕事体験を実施しました。 

（１）実施日 7 月 25 日(木)、30 日(火)、8月 1日(木)、6日(火) 

（２）参加者 延べ 150 名（中学生 73 名、高校生 77 名）、県内 18施設で受入れ 

（３）参加した生徒の声 

・保育士さんたちは、大変な事がたくさんある中で頑張る子ども達を支えていて、 

とても立派なお仕事だと感じました。 (中学 1年) 

・今回の体験を通して先生はやっぱりすごいなと感じました。本格的に保育士を 

目指したいと思いました。（中学 3年） 

・体験を通して保育士への興味が前よりもっとわいてきたので、将来の選択肢に 

 したいと思いました。(高校 2年)  

 

３ 保育の魅力発信フェス 

広く親子や一般県民を対象として、保育の仕事に触れることができるイベントを、鳥取市男性保育

士会「じゃんぐる☆じむ」と共催で開催しました。また、運営に携わる高校生ボランティアを募集し、

2 名の方に参加いただきました。 

（１）開催日 8 月 11 日（日）鳥取砂丘こどもの国 

（２）内 容 ・あそびのコーナー （けん玉、こま回し、缶バッジ作成） 

・おはなし会  ・コンサート 

（３）参加者 延べ 426 名（高校生ボランティア 2 名参加） 

（４）参加した高校生ボランティアの声 

・子どもと全力で触れ合う男性保育士を見て、自分もこんな保育士になれたら 

いいなと思った。 

・子どもができない事をそのままやり方を教えるのではなく、工夫して教える 

事の大切さを知りました。 

 

４ 保育の魅力発信に係る今後の主な取組（予定） 

（１）中高生を対象とした保育のおしごと体験 

11 月 1日（金）、22日（金）に開催予定（中学校・高校の体験的活動等休業日（家庭及び地域に

おける体験的な学習活動その他の学習活動のための休業日）に合わせて開催） 

（２）保育の魅力発信フェス 

10 月 14 日（月・祝）に米子市児童文化センターで開催予定 

（３）中高生向け保育の仕事につくためのガイドブックの作成 

中・高校生に対し、保育の仕事の魅力や保育士になる方法を分かりやすく紹介するため、イラス

ト作成に米子高校漫画研究部（令和 5年度まんが甲子園最優秀賞を受賞）の協力をいただき、「と

っとりで保育の仕事につくためのガイドブック」を作成します。 

（令和 7年 3月頃に県内中学校・高校や各保育施設等に配布予定） 
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